
 上下水道部庁舎LED照明設備整備工事

令和6年12月13日
着　　手

内　消費税相当額

内　支給資材費

内　消費税相当額

施 行 場 所 名張市　　下比奈知　　地内

建令 和 6 年 度 第 号1

設 計 金 額

支給資材費

名張市上下水道部

　　　　日間 設 計 検 算

設計　令和　　　年　　　月　　　日

起　工　理　由

当初設計金額 円

円

円

円

円

円

（ 当 初 ） 仕 様 書工 事

工　事　の　概　要

工 期

内　工事価格

完 成

工 事 名

確 認
（または着手日から）令和　 年 　月 　日

　上下水道部庁舎LED整備工事…１式



施工ヶ所



特   記   仕   様   書 

令和６年６月 

上下水道部 経営総務室 

 

工    番： 令和 ６年度 （    ） 第 建１ 号 

工  事 名：  上下水道部庁舎LED照明設備整備工事 

場    所： 名張市  下比奈知  地内 

工    期： 令和 ６年１２月 １３日まで 

         

総  則： 

・本工事は地方自治法、建築基準法、建設業法、労働基準法、消防法及びその他関係法令並び

に名張市契約規則、名張市工事執行規則、契約約款及びその他関係法規を遵守し施工するこ

と。 

・本工事は設計図書に明記なき限り、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 各標準仕様書及び工

事標準図に基づき施工すること。 

・工事場内外での工事材料等の搬送計画並びにその他車両の通行に関して、関係機関と十分打

合せのうえ、交通安全管理を行うこと。 

 工事概要： 

    ・上下水道部庁舎の既設照明器具（事務室及び会議室、機械室等照明、外灯照明、非常用照明、

誘導灯）について、全てLED照明設備に取替を行う。 

提出書類（該当する場合のみ）： 

    ・三重県公共工事共通仕様書、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 建築工事編・電気設備工事

編・機械設備工事編の各標準仕様書及び下記による。 

  ※ 提出部数は監督員の指示するものを除き、原則２部とする。また工事完了時、書類はフ

ァイルに綴じ、インデックス等で分類し提出すること。 

工事着手前に提出 

  ■ 総合施工計画書（三重県公共工事共通仕様書、公共建築工事標準仕様書及び監理指針を参照して作成） 

      工事名、工事概要 

      請負者の組織 

         現場組織構成、工種別責任者等の記入 

         現場安全衛生管理体制（緊急連絡網等） 

      仮設計画（仮囲い・交通誘導員・現場事務所・仮設便所/電力/給排水・工事車両駐車場・道路等養

生部分） 

           工事看板等の位置、材料等搬入経路などを図面等に記入） 

      安全管理計画 

      交通管理計画 

      品質管理計画 

      施工管理計画 

      主要資材 

      その他書類 



  ■ 現場代理人通知書 

      現場代理人（免状(写)、経歴書、雇用関係が確認できる書類） 

      主任技術者及び監理技術者（免状(写)、経歴書、雇用関係が確認できる書類） 

  ■ 工程表 

  ■ 工事施工体制台帳 

■ 施工体系図 

■ 建退共（請負額の1.7/1,000以上） 

■ 再生資源利用(促進)計画書(実施書)  

■ 部分下請通知書※二次下請けについても提出すること。 

      下請負の内訳 ＋ 注文書(写) ＋ 約款(写) 

 ■ 各種法令等に係る申請書、届出書  

各工程前に提出 

■ 工種別施工計画書 

■ 使用材料承認願(承諾図・カタログ等を添付)  

■ 主要材料数量(計算)書 

  ■ 施工図 

毎月提出 

■ 工事履行状況報告書 

  ■ 月間工程表 

■ 災害防止（工事安全）協議会記録（１回/月以上）（写真を添付） 

■ 社内パトロール記録簿（ 1回/月以上 ） 

適宜提出 

■ 長期休工時の現場状況届 

■ 工事打合簿 

  ■ 段階確認書（確認後段階確認時の写真を提出） 

  ■ 確認・立会い依頼書 

  ■ 各種試験報告書 

  ■ 社内検査記録及び社内検査立会い者名簿、写真 

  ■ 監督員検査記録及び写真 

  ■ 材料確認書 

  ■ 産業廃棄物処理委託契約書(写)  

      産業廃棄物処分業許可証(写)、産業廃棄物収集運搬業許可証(写)、運搬許可車両一覧(写) 

  ■ 各種計算書 

    ■ 各種法令等に係る申請書、届出書 

 工事完了後提出 

■ 工事完成通知書 

  ■ 完成写真 （表紙も作成、１ページに３枚綴） 

      着工前       ※ 左右見開きで、着工前と完成が対比できるようにファイルする。 

      完成             各写真には必ず黒板を入れて撮影。   

  ■ 出荷証明書及び納品書 

    ■ 機器完成図 



  ■ 各種保証書・取扱説明書・性能証明書等 

 ■ 竣工図(jww ﾃﾞｰﾀをCD-Rで２部、A2及びA3 の製本各２部、) 

  ■ 竣工写真（ファイル１部及びデータをCD-Rで1部） 

■ 工事写真 （表紙も作成、１ページに３枚綴） 

      着工前      ※ 一連の流れがわかるように整理すること。（撮影項目を記入し見出し等をつけ

て整理） 

      施工中        各写真には必ず黒板を入れて撮影。 

      完成 

      各種試験・検査写真 

      材料検収時写真（主要材料については黒板に品名、数量を記入し撮影すること。） 

■ マニュフェスト（写） Ａ票、Ｄ票、Ｅ票 （各種類による集計表を作成すること）  

■ 日報 （完成検査時に提出） 

■ 新規入場者教育・ＫＹ活動記録 （完成検査時に提出） 

■ 契約代金請求書  

■ 目的物引渡書  

 

 質 疑 等： 

     ・設計図書に疑問が生じた場合は、監督員、監理者等と協議の上、誠意を持って対応すること。 

・設計に明記なくとも、施工上当然必要なものについては監督員等の指示に従い請負者負担で

施工すること。 

・軽微な変更については、監督員等の指示に従い施工すること。又、本項及び前項による場合

の請負金額の変更は行わない。 

 材  料： 

     ・指定された材料以外については品質・性能・実績・価格等において同等品と認められるもの

で、監督員等の承認を受けたものについて使用すること。（見本及び承認図の提出） 

・材料の色、柄等について、監督員等の指示を受けること。なおLED照明設備の色温度は既設

合せとするため、現地調査の上、監督員の確認を受けること。 

・工事施工前に、既設蛍光灯設備の機種や設置状態を十分調査し、施設の運用状態に適した照

度などにより器具を選定すること。 

 施工･検査： 

・事務室と会議室の作業は、原則閉庁日に行うこと。なお、上下水道部庁舎の運用に影響がな

く、監督員の承諾を得た場合はこの限りではない。 

・本工事は上下水道部庁舎の運営をしながらの工事となるため、来庁者及び職員等の安全を最

優先とし、工程及び仮設計画については監督員及び施設管理者と十分な協議及び説明等を行

い、十分に理解を得た上で施工をすること。又、原則として工事に必要な養生、清掃、仮設、

備品等の移動等、工事に必要なことは全て本工事に含むものとし取次調整等も含むものとす

る。 

・取替を行うLED照明器具については、保管場所に限りがあるため、作業量に応じた数量を計

画的に搬入すること。 

・現場には自社で雇用する第一種電気工事士を配置し、作業中は同免許を所持する自社の社員が

直接作業に従事することとし、有事など緊急の際に迅速な対応をとれる体制を構築すること。 



・対象施設は自家用電気工作物を有する施設であることから、作業は第一種電気工事士の資格を

有する者が作業を行う必要があるため、電気工事に関わる下請負業者全員を含めた作業員名簿

を提出し、監督員の確認を受けること。 

・工事による落下、足場等の崩落、その他災害等が生じないよう十分な仮設計画を行うこと。

万が一被害が生じた場合は全額受注者の負担で迅速に誠意を持って対応すること。 

・施工に必要な関係法令の手続等は請負者が行うこと。 

・工事施工に関し、材料及び監督員等が要求する検査等を受ける場合は、受注者の自主検査を

おこなったうえ、監督員等の検査を受けること。その検査に要する経費等は請負者の負担と

する。 

そ の 他： 

・現場に配置する技術者については、建設業法等により自社が恒常的に直接雇用する社員とし、

自ら総合的に企画、調整及び指導(施工計画の総合的な企画、工事全体の的確な施工確保する

ための工程管理及び安全管理、工事目的物、工事仮設物、工事使用材料等の品質管理、下請

負人間の施工調整、下請人に対する技術指導、監督等)の全ての面において主体的な役割を果

たすこと。 

・工事に伴う、申請・協議、その他必要な各種申請に伴う協議、書類作成、申請手続きは請負者 

負担にて速やかに行うこと。 

・工事工程は監督員等と協議の上決定すること。 

・大型車の搬入の際は監督員と協議を行い、事前に近隣関係者等に通知するとともに、各関係法

令を必ず遵守すること。 

・騒音振動の発生する工種を施工する場合は､事前に十分に協議し､安全対策を行うこと。 

・期間中、近隣の交通の障害となる工事を行う場合は交通誘導員を適切に配置すること。 

 又、設計図に記載の指定仮設については、仕様・数量共に設計以上とし原則差異の精算は行わ

ない。 

・工事が原因で公道、近隣建物等、施設に万一損傷を与えたときは、速やかに応急手当、復旧工

事をし、それに要した費用は受注者の負担とする。（事前に証拠写真等の撮影を行い記録を残

しておくこと） 

・工事着手前に、関係区長、付近住人、各種関係団体代表者等に対して請負者にて説明用文書を

作成の上、工事工程、工事概要、安全管理対策等の説明を行い工事について理解を得るようつ

とめること。 

 又、工事に関する苦情に関しては、受注者の責任において迅速かつ誠実に対応すること。 

・工事中の各種関係団体等からの工事等に関する要望については監督員と協議の上誠意をもって

対応すること。 

・工事の施工にあたり、付近住人、通行人に対して損傷を与えないように、必要な保護設備を計

画し、必要に応じて交通誘導員を配備して、安全には万全の体制を期すこと。 

・竣工後1年を経過した時点で受注者の責任において発注者立会いの上、瑕疵検査を実施し、不

良部があった場合は、受注者負担にて監督員と協議の上速やかに修復すること。 

・本工事において下請負契約を締結する場合には、名張市内に本店等を有する者の中から選定す

るように努めること。 

・本工事は図面契約とし参考数量との差異の精算は行わない。 


